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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】光源装置から供給される照明光によって内視鏡
の照明光入射端及びその近傍が破損することを防止し、
耐久性に優れた内視鏡装置を提供すること。
【解決手段】光源装置３のランプ１５とライトガイド入
射端１７との光路途中には絞り装置３１が配置されてお
り、この絞り装置３１の開口度を変化させることによっ
てライトガイド入射端１７に集光される照明光量が調整
される。絞り装置３１の開口度は、画像処理部５４から
入力された明るさ信号を基に光量制御部４８で算出し、
絞り調整部４９によって調整して、いわゆる自動調光制
御が行われる。計時部５０では、タッチセンサ２３のＯ
ＦＦ状態の連続時間を計時し、予め設定した基準時間を
超えた場合には絞り調整部４９に指示信号を出力して絞
り装置３１の開口度を予め設定した所定の開口度である
最大開口度に対して２５％の開口度に強制的に変更す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  照明手段により照明される被写体を撮像
する撮像手段を有する内視鏡と、この内視鏡の照明手段
に照明光を供給する光源装置とを備え、
前記光源装置に、前記撮像手段からの出力信号に基づき
この光源装置から前記内視鏡に供給する照明光量を自動
調光制御する光量調整手段を具備する内視鏡装置におい
て、
前記内視鏡が使用状態であるか否かを、内視鏡操作部が
把持状態であるか否かを検知して行う把持状態検知手段
と、
この把持状態検知手段から出力される信号に応じて前記
光源装置から前記内視鏡に供給する照明光量を制御する
光量制御手段と、
を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】  照明手段により照明される被写体を撮像
する撮像手段を有する内視鏡と、この内視鏡の照明手段
に照明光を供給する光源装置と、少なくとも１つの流体
制御手段とを備え、
前記光源装置に、前記撮像手段からの出力信号に基づき
この光源装置から前記内視鏡に供給する照明光量を自動
調光制御する光量調整手段を具備する内視鏡装置におい
て、
前記内視鏡が使用状態であるか否かを、前記流体制御手
段が動作状態であるか否かを検知して行う動作状態検知
手段と、
この動作状態検知手段から出力される信号に応じて前記
光源装置から前記内視鏡に供給する照明光量を制御する
光量制御手段と、
を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡に照明光を
供給する光源装置に、照明光量を自動調光制御する光量
調整手段を備えた内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、細長の挿入部を体腔内に挿入
することにより、体腔内臓器などを観察したり、必要に
応じて処置具チャンネル内に挿通した処置具を用いて各
種治療処置の行える医療用の内視鏡が広く利用されてい
る。また、工業分野においても、ボイラ，タービン，エ
ンジン，化学プラントなどの内部の傷や腐蝕などを観察
したり検査することのできる工業用内視鏡が広く利用さ
れている。
【０００３】前記内視鏡には観察部位を照明する照明光
を供給する光源装置が備えられている。この光源装置
は、一般的には商用電源から供給される電源を利用して
光源装置内の照明用ランプを発光させるものであり、照
明用ランプで発生された照明光は、内視鏡のライトガイ
ドにより内視鏡先端まで伝達され、この内視鏡先端に設
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けられた照明レンズを通って、撮像すべき被写体へ照射
される。
【０００４】例えば、特開昭６０－８０４２８号公報に
は画面の明るさが最適となるように照明光量を自動的に
調整するため、固体撮像素子の出力信号から明るさを求
める測光手段を有し、この測光手段の出力に応じて、内
視鏡へ供給する光源装置の照明光量を調整して、いわゆ
る自動調光を行う内視鏡映像システムが示されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡による検査が終
了して次の内視鏡検査に移る検査待機時間は、数分から
数十分の時間を要するのが一般的であり、通常、この間
に光源装置に接続されていた内視鏡を洗浄・消毒のため
取り外し、新たな内視鏡をランプが点灯状態の光源装置
に接続する。そして、この光源装置に新たに接続された
内視鏡をハンガー等に保持させている。
【０００６】この状態において、内視鏡の先端は、検査
室の床等に向けられており、そのことにより先端と被写
体との距離が長い状態になっている。このため、自動調
光制御を行う内視鏡装置では被写体との距離が長いこと
による光量不足を回避しようとして、光源装置から内視
鏡に照明光量を増大させて供給する。
【０００７】つまり、検査待機中にも関わらず、光源装
置から内視鏡に大光量の照明光が長時間にわたって供給
される。すると、ランプの寿命が短くなるばかりでな
く、内視鏡のライトガイド入射端が高温にさらされて、
劣化したり、破損する等の不具合が発生するおそれがあ
った。
【０００８】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、光源装置から供給される照明光によって内視鏡の
照明光入射端及びその近傍が破損することを防止し、耐
久性に優れた内視鏡装置を提供することを目的にしてい
る。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡装置は、
照明手段により照明される被写体を撮像する撮像手段を
有する内視鏡と、この内視鏡の照明手段に照明光を供給
する光源装置とを備え、前記光源装置に、前記撮像手段
からの出力信号に基づきこの光源装置から前記内視鏡に
供給する照明光量を自動調光制御する光量調整手段を具
備する内視鏡装置であって、前記内視鏡が使用状態であ
るか否かを、内視鏡操作部が把持状態であるか否かを検
知して行う把持状態検知手段と、この把持状態検知手段
から出力される信号に応じて前記光源装置から前記内視
鏡に供給する照明光量を制御する光量制御手段とを具備
している。
【００１０】また、照明手段により照明される被写体を
撮像する撮像手段を有する内視鏡と、この内視鏡の照明
手段に照明光を供給する光源装置と、少なくとも１つの
流体制御手段とを備え、前記光源装置に、前記撮像手段
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からの出力信号に基づきこの光源装置から前記内視鏡に
供給する照明光量を自動調光制御する光量調整手段を具
備する内視鏡装置であって、前記内視鏡が使用状態であ
るか否かを、前記流体制御手段が動作状態であるか否か
を検知して行う動作状態検知手段と、この動作状態検知
手段から出力される信号に応じて前記光源装置から前記
内視鏡に供給する照明光量を制御する光量制御手段とを
具備している。
【００１１】この構成によれば、把持状態検知手段又は
動作状態検知手段によって内視鏡が使用状態でないこと
を検知すると、光量制御手段が光量調整手段による自動
調光制御を停止させ、内視鏡に供給される照明光量を減
じる制御を行って大光量の照明光が内視鏡に供給される
ことを防止する。
【００１２】一方、たとえ光量制御手段によって光量調
整手段による自動調光制御が停止されていた状態であっ
ても、把持状態検知手段又は動作状態検知手段によって
内視鏡が操作状態になったことを検知すると、光量制御
手段は、光量調整手段による自動調光制御を再開させる
制御を行って、通常の観察を行える状態にする。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１及び図２は本発明の第１実施
形態に係り、図１は内視鏡装置の１構成例を説明する
図、図２は内視鏡に照明光を供給する際の制御を説明す
るフローチャートである。
【００１４】図１に示すように本実施形態の内視鏡装置
１は、撮像手段として例えばＣＣＤ２１等の撮像素子を
備えた電子内視鏡（以下内視鏡と略記する）２と、この
内視鏡２に照明光を供給する光源装置３と、前記内視鏡
２のＣＣＤ２１に対する信号処理を行い、映像信号を出
力するビデオプロセッサ４と、このビデオプロセッサ４
から出力される被写体像に対応する映像信号を表示する
モニタ５とで主に構成されている。
【００１５】前記内視鏡２は、細長な挿入部９を有し、
この挿入部９の基端側に位置する操作部１０の端部から
はライトガイド１８等を内挿した接続コード１１が延出
している。
【００１６】前記内視鏡２は、前記接続コード１１の端
部に設けられているライトガイドコネクタ１２を介して
光源装置３に着脱自在に接続されるようになっている。
また、このライトガイドコネクタ１２の側部からは信号
ケーブル１３が延出しており、この信号ケーブル１３の
端部に設けられているビデオコネクタ１４が前記ビデオ
プロセッサ４に着脱自在に接続されるようになってい
る。
【００１７】前記挿入部９は、先端側から順に照明光学
系を構成する照明レンズカバーや観察光学系を構成する
観察レンズカバー等を配設した先端部６と、例えば上下
左右方向に湾曲可能な湾曲部７と、可撓性を有し柔軟な
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可撓管部８とを連接している。
【００１８】前記先端部６には前記観察光学系を構成す
る対物レンズ群２０やＣＣＤ２１が配置されており、こ
のＣＣＤ２１からは前記ビデオプロセッサ４に向けて信
号線２２が延出している。
【００１９】前記操作部１０には術者が内視鏡２を操作
するために把持する際に接触する位置に把持状態検知手
段として電気接点を有する電気的スイッチからなるタッ
チセンサ２３が設けられている。また、この操作部１０
には光源装置３から内視鏡２に供給する照明光量を変換
するための光量切換スイッチ２５が設けられている。そ
して、この光量切換スイッチ２５から延出する信号線２
６及び前記タッチセンサ２３から延出する信号線２４
は、前記光源装置３に設けられている光量調整手段であ
る光量制御部４８に接続されている。
【００２０】前記光源装置３内には照明光を発するラン
プ１５が所定位置に配置されており、このランプ１５か
ら発した照明光は前記ライトガイドコネクタ１２より突
出するライトガイド入射端１７に集光して、前記接続コ
ード１１及び挿入部９に内挿されたライトガイド１８を
介して前記先端部６まで導光され、前記照明レンズカバ
ーより被写体に向けて照射される。
【００２１】前記ランプ１５とライトガイド入射端１７
との光路途中にはロータリーソレノイド等による絞り装
置３１が選択的に介挿されるように配置されており、こ
の絞り装置３１の開口度を変化させることによってライ
トガイド入射端１７に集光される照明光量を調整できる
ようになっている。
【００２２】前記絞り装置３１は、光量制御手段であ
る、開口度を調整して照明光量を適宜変化させる絞り調
整部４９に接続されている。この絞り調整部４９は、前
記タッチセンサ２３のＯＦＦ状態の連続時間を計時する
計時部５０を介して光量制御部４８に接続されている。
【００２３】前記ビデオプロセッサ４には前記ＣＣＤ２
１から出力された被写体像に対応する電気信号を前記モ
ニタ５に出力する映像信号に生成する画像処理部５４が
設けられている。この画像処理部５４と前記光源装置３
の光量制御部４８とは調光ケーブル１９によって接続さ
れている。このため、この画像処理部５４では生成した
映像信号をモニタ５に出力する一方、この映像信号から
ＣＣＤ２１で撮像された映像の明るさを測光し、その明
るさ信号を前記調光ケーブル１９を介して光源装置３の
光量制御部４８に出力する。
【００２４】このことにより、光量制御部４８では、前
記画像処理部５４から入力された明るさ信号を基に、適
切な明るさで被写体像がモニタ画面上に表示されるよう
照明光量、すなわち絞り装置３１の開口度を算出し、絞
り調整部４９では算出した開口度となるように絞り装置
３１の開口度を調整して、いわゆる自動調光制御を行
う。このことにより、光源装置３から内視鏡２へ最適な
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明るさに調整された照明光量が供給される。
【００２５】前記計時部５０は、タッチセンサ２３のＯ
ＦＦ状態の連続時間を計時するとともに、例えば予め設
定した基準時間を超えた場合に絞り調整部４９に指示信
号を出力して前記絞り装置３１の開口度を予め設定した
所定の開口度である最大開口度に対して２５％の開口度
に強制的に変更させる。このことにより、光源装置３か
ら内視鏡２へ供給される照明光量が減少する。
【００２６】なお、前記光源装置３には前記計時部５０
からの信号によって絞り調整部４９によって強制的に２
５パーセント開口度に変更された絞り装置３１の開口度
を元の状態に復帰させる復帰スイッチ５２及び前記絞り
装置３１の開口度を手動で切り換える手動光量調整スイ
ッチ５３が設けられており、信号線２７，２８によって
前記光量制御部４８に接続されている。
【００２７】上述のように構成した内視鏡装置１の作用
を説明する。検査を開始するため、内視鏡を使用状態に
する。すると、光源装置３から供給される照明光によっ
て照射された被写体の被写体像は、対物レンズ群２０に
よってＣＣＤ２１の撮像面に結像して光電変換される。
このＣＣＤ２１で光電変換された電気信号は、信号線２
２によってビデオプロセッサ４の画像処理部５４に伝送
される。
【００２８】この画像処理部５４では前記電気信号を映
像信号に生成してモニタ５に出力する一方、この映像信
号からＣＣＤ２１で撮像した映像の明るさを測光し、明
るさ信号を光量制御部４８に出力して図２のステップＳ
１に示すように自動調光制御を開始するとともに、ステ
ップＳ２に示すようにタッチセンサ２３によって操作部
１０が把持状態であるか否かの検出を常時行う。
【００２９】そして、ステップＳ３に示すようにタッチ
センサ２３がＯＮ状態であるか否かを判定する。なお、
判定結果がＯＦＦであるということは内視鏡２の操作部
１０が術者によって把持されていない状態であり、術者
が操作部１０を把持した場合にはタッチセンサ２３に接
触してＯＮになる。
【００３０】前記ステップＳ３でタッチセンサ２３がＯ
Ｎであると判定した場合にはステップＳ１に進んで自動
調光制御を続ける。一方、前記タッチセンサ２３がＯＦ
Ｆであると判定した場合にはステップＳ４に移り、計時
部５０によってこのＯＦＦ状態の連続時間の計時を開始
し、ステップＳ５に移行する。
【００３１】このステップＳ５では前記計時部５０で計
時しているＯＦＦ状態の連続時間が予め設定してある基
準時間以上、例えば１分以上であるか否かを判断する。
ここで、計時時間が基準時間以下の場合にはステップＳ
１に進んで自動調光制御を続ける。一方、計時時間が基
準時間以上になった場合にはステップＳ６に移行する。
【００３２】このステップＳ６では計時部５０から絞り
調整部４９に出力された信号に基づき、絞り装置３１の
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開口度を予め設定した２５％開口度に強制的に変更さ
せ、その状態を保持する。このことにより、光源装置３
のランプ１５から照明光が出射されてから１分後には内
視鏡２へ供給される照明光量が減少した減光モードにな
る。つまり、検査待機時等、内視鏡２がスコープハンガ
ーなどに保持された状態では、対物レンズ群２０と被写
体である床との距離が長くなって光量不足になって自動
調光制御により光源装置３から内視鏡２へ最大光量が供
給されるが、短時間で供給光量が自動的に減少する。
【００３３】この減光モードになると、ステップＳ７に
示すように光量制御部４８に復帰スイッチ５２からの入
力があるか否かを判断する。ここで、復帰スイッチ５２
から入力信号があった場合にはステップＳ１に進んで自
動調光制御を再開する、つまり、絞り装置３１の２５％
開口度を解除して自動調光制御を行う。すなわち、光源
装置３に設けた復帰スイッチ５２を押すことによって、
自動調光制御を開始できる。一方、復帰スイッチ５２か
らの入力信号がない場合にはステップＳ８へ移行する。
【００３４】このステップＳ８では、光量制御部４８に
手動光量調整スイッチ５３からの入力があるか否かを判
断する。ここで、手動光量調整スイッチ５３からの入力
信号があった場合には絞り装置３１の開口度を前記手動
光量調整スイッチ５３からの入力信号に基づいて変更さ
せた後、ステップ１に進んで自動調光制御を行う。すな
わち、術者がモニタ５に表示されている表示画像が暗い
と感じ、明るくするために手動光量調整スイッチ５３を
操作した場合でもその後、自動調光制御に復帰する。一
方、手動光量調整スイッチ５３からの入力信号がない場
合にはステップＳ９に移行する。
【００３５】このステップＳ９では、前記タッチセンサ
２３がＯＦＦ状態のままであるか否かを判断する。ここ
で、ＯＦＦ状態のままである場合にはステップＳ７に移
り、このステップＳ７からステップＳ９までを繰り返し
行う。一方、ＯＮ信号が入力された場合には２５％開口
度を解除してステップＳ１に進んで自動調光制御を開始
する。すなわち、内視鏡検査をする際、術者が検査を開
始するために、内視鏡２の操作部１０を把持すること
で、タッチセンサ２３がＯＮ状態になって自動調光制御
を開始する。
【００３６】このように、検査待機時、内視鏡のライト
ガイド入射端に向かって、光源装置の照明光が大量光で
所定時間以上連続して照射されることを防止することが
できる。このことによって、ライトガイド入射端やその
近傍が照明光によって加熱されることがなくなるので、
ライトガイド入射端及びライトガイド入射端のランプ側
近傍に配置されているカバーガラス（不図示）やスコー
プ外装体との水密を保つために配置されたＯリング（不
図示）等のシール部材、或いはシール部材の代わりに設
けられる接着剤や充填剤が熱破損することがなくなるの
で、耐久性の良い内視鏡を提供できる。
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7
【００３７】また、内視鏡に安価なタッチセンサを設け
れば良い構造であるので安価な内視鏡装置を提供するこ
とができる。
【００３８】なお、ステップＳ５における所定の基準時
間は、本実施形態の数値に限定されるものではなく、例
えば１０秒から２０分程度の範囲で任意に設定可能であ
る。尚、通常の使用状態と供給光量を減少させるべき状
態とを判断するためには、３０秒から５分程度の範囲に
設定することが望ましい。
【００３９】また、ステップＳ６における所定の開口度
は、本実施形態の２５％開口度に限定されるものではな
く、内視鏡にダメージを与えないような供給光量になれ
ばよく、任意に設定可能であり、例えば最大開口度に対
して１０％～５０％程度の範囲の開口度に設定すればよ
い。減光モードの際、供給光量を完全になくすようにし
てもよい。
【００４０】さらに、本実施形態においては、ランプか
らライトガイド入射端への供給光量を減少させる手段と
して絞り装置を用いているが、光源装置のランプに対す
る供給電流を制御することによって、ランプ自体の明る
さを増減させるようにした構成であってもよい。この構
成の場合には、待機時間のランプへの負担が減少するの
でランプの寿命を延ばすことができ、電力消費を少なく
して経済的でもある。
【００４１】又、本実施形態においては内視鏡２の操作
部１０の把持状態、すなわち、使用状態であるか否かを
検知する把持状態検知手段として操作部１０にタッチセ
ンサ２３を設けているが、この把持状態検知手段として
は光電スイッチ、赤外線センサ、温度センサ、振動セン
サ、重力センサ等であってもよく、例えば、光電スイッ
チや赤外線センサではＯＮ状態かＯＦＦ状態かを判断
し、温度センサでは体温程度の温度（例えば３５℃～４
０℃）より低いか否かを判断し、振動センサでは振動が
あるか否かを判断し、重力センサでは重力方向に変化が
生じたか否かを判断し、検知時間を連続して計時するこ
とによって同様の制御を行える。
【００４２】要は、操作部が把持されて、検査に使用さ
れている状態か否かを検知できるセンサであればよい。
【００４３】また前記操作部１０に設けた光量切換スイ
ッチ２５は、ＯＮ状態にした場合、光量制御部４８から
絞り調整部４９を介して絞り装置３１の開口度が限界値
まで広げる指示信号を出力する。すなわち、内視鏡２に
対する供給光量を最大にするためのものであり、通常、
この光量切換スイッチ２５をＯＦＦ状態にして検査を行
う。つまり、ＯＦＦ状態のときに設定されている最大開
口度は、例えば限界値の８０パーセントである。
【００４４】したがって、検査時、被写体との距離が遠
いときなど、光量不足になった場合に、この光量切換ス
イッチ２５をＯＮ操作する。すると、光量制御部４８で
は、絞り調整部４９によって絞り装置３１の開口度を限
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界値まで広げ、この状態に切り換えた状態で自動調光制
御を行う。このことにより、光量切換スイッチ２５がＯ
ＦＦ状態の照明光量よりも明るい状態になって光量不足
が解消される。
【００４５】このように、検査待機時に光量切換スイッ
チをＯＦＦの状態にしておくことにより、光源装置から
内視鏡に供給される照明光量は、絞り装置３１の開口度
が限界値より予め小さく設定されているので少なくする
ことができる。そして、必要なときには最大光量を得て
観察を行うことができるようになっている。
【００４６】図３ないし図５は本発明の第２実施形態に
係り、図３は内視鏡装置の他の構成例を説明する図、図
４は内視鏡挿入部の先端部先端面を示す図、図５は内視
鏡に照明光を供給する際の制御を説明するフローチャー
トである。
【００４７】図３及び図４に示すように本実施形態の内
視鏡装置１Ａでは前記光源装置３の代わりに、ランプ１
５を内蔵した光源装置に、流体の流れる流体路、この流
体路を流れる流体の制御を行う制御弁、この制御弁の開
閉を操作する操作スイッチ等によって構成された流体制
御手段を備えた光源付き流体制御装置６０を有してい
る。そして、前記内視鏡２の挿入部９には流体を供給す
る吸引管路６１、送気管路６２及び送水管路６３が挿通
している。
【００４８】前記内視鏡２の操作部１０には電気的接点
を有して動作状態検知手段となる吸引スイッチ５７及び
電気接点を有する２段階スイッチからなる送気・送水ス
イッチ５８が設けられており、それぞれのスイッチ５
７，５８から延出する信号ケーブル５９が前記流体制御
装置６０に設けられた流体制御部５６に電気的に接続さ
れている。
【００４９】前記内視鏡２の送気管路６２及び送水管路
６３は、挿入部９の先端側で合流して送気・送水管路６
４になっており、この送気・送水管路６４の先端にはノ
ズル６５が接続されている。一方、前記吸引管路６１は
先端部先端面で開口しており、中途部で鉗子口６６に連
通する管路に合流している。このことにより、鉗子口６
６を介して挿通された処置具等が体腔内に導入されるよ
うになっている。
【００５０】前記吸引管路６１、送気管路６２及び送水
管路６３の基端部は、それぞれ吸引口金６９、送気口金
７０、送水口金７１を介して、前記流体制御装置６０に
設けられている吸引チューブ７２、送気チューブ７３及
び送水チューブ７４と連通・接続されている。
【００５１】前記吸引チューブ７２は、電磁弁からなる
吸引弁７５を介して吸引タンク７６の吸引口７６ａに接
続されており、この吸引タンク７６には流体装置として
吸引ポンプ７７が接続されている。また、前記送気チュ
ーブ７３は、電磁弁からなる送気弁７８を介して流体装
置である送気ポンプ７９の接続口７９ａに接続されてい
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る。また、前記送水チューブ７４は、電磁弁からなる送
水弁８０を介して、水が貯留されている貯水タンク８１
内の送水口８１ａに接続されている。
【００５２】これら吸引弁７５、送気弁７８、送水弁８
０の開閉動作は、前記流体制御部５６によってそれぞれ
制御されるようになっている。吸引、送気及び送水の各
動作は、前記吸引スイッチ５７、送気・送水スイッチ５
８を適宜操作することにより、信号ケーブル５９を介し
て、流体制御部５６に指示信号が送られ、前記吸引弁７
５、送気弁７８、送水弁８０を開閉させることによって
行われる。また、前記信号ケーブル５９は、流体制御部
５６を介して前記光量制御部４８にも接続されている。
【００５３】その他の構成は前記第１実施例と同様であ
り、同部材には同符合を付して説明を省略する。
【００５４】本実施形態の内視鏡装置１Ａの作用を説明
する。図５に示すように本実施形態においては内視鏡２
が使用状態になると、ステップＳ１１に示すように自動
調光制御を行うとともに、ステップＳ１２に示すように
吸引スイッチ５７、送気・送水スイッチ５８の少なくと
も一方が作動状態であるか否かを判断する。ここで、ど
ちらか一方が作動状態（つまり、スイッチＯＮの場合）
にはステップＳ１１に進んで自動調光制御を続ける。一
方、前記吸引スイッチ５７、送気・送水スイッチ５８の
何れも作動されていない状態（つまり、スイッチＯＦＦ
の場合）にはステップＳ１３に移って計時部５０によっ
てこのＯＦＦ状態の連続時間の計時を開始し、ステップ
Ｓ１４に移行する。
【００５５】このステップＳ１４では前記計時部５０で
計時しているＯＦＦ状態の連続時間が予め設定してある
基準時間以上、例えば５分以上か否かを判断する。ここ
で、計時時間が基準時間以下の場合にはステップＳ１１
に進んで自動調光制御を続ける。一方、計時時間が基準
時間以上になった場合にはステップＳ１５に移行する。
【００５６】なお、このステップＳ１５からステップＳ
１７までの処理は前記第１実施形態のステップＳ６から
ステップＳ８までの処理と同様であるので、ここでの説
明を省略する。つまり、ステップＳ１５はステップＳ６
に対応する処理を行い、ステップＳ１６はステップＳ７
に対応する処理を行い、ステップＳ１７はステップＳ８
に対応する処理を行う。
【００５７】そして、ステップＳ１８では減光モード状
態において、吸引スイッチ５７、送気・送水スイッチ５
８がＯＦＦ状態のままであるか否かを判断する。ここ
で、ＯＦＦ状態のままである場合にはステップＳ１６か
らステップＳ１８までを繰り返し行う。一方、吸引スイ
ッチ５７又は送気・送水スイッチ５８の一方からＯＮ信
号が入力されると、前記２５％開口度を解除してステッ
プＳ１１に進んで自動調光制御を開始する。
【００５８】つまり、本実施形態においては、検査待機
時等、送気、送水、吸引の何れの動作も行われない状態
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が５分以上連続すると光源装置３から内視鏡２への供給
光量を自動的に減少させる。
【００５９】尚、内視鏡検査中に供給光量が減少した状
態になった場合には復帰スイッチ５２又は手動光量調整
スイッチ５３を操作する。このことにより、自動調光制
御が開始される。
【００６０】このように、本実施形態においては、前記
第１実施形態の効果に加えて、吸引スイッチ、送気・送
水スイッチによって動作状態を検知しているので、前記
第１実施形態のように内視鏡にタッチセンサのような特
別な手段を新たに設ける必要がなく内視鏡を安価に構成
することができる。
【００６１】なお、本実施形態においては吸引スイッチ
５７、送気・送水スイッチ５８の作動状態を検出するこ
とによって使用状態であるか否かを検知するようにした
が、送気、送水、吸引の動作状態を検知するようにして
もよい。
【００６２】つまり、前記吸引管路６１、送気管路６
２、送水管路６３、又は吸引チューブ７２、送気チュー
ブ７３、送水チューブ７４等の流体路に、動作状態検知
手段として例えば圧力センサ、音センサ等を設け、この
圧力センサや音センサによって送気・送水・吸引の動作
が行われているか否かの検知を行って、使用状態である
か待機状態であるかを判断するようにしてもよい。
【００６３】また、本実施形態においては吸引スイッチ
５７、送気・送水スイッチ５８を内視鏡２に設けている
が、これら吸引スイッチ５７、送気・送水スイッチ５８
を例えば内視鏡２とは別体の遠隔操作手段であるフット
スイッチに設け、このフットスイッチ５７を前記流体制
御装置６０の流体制御部５６に接続し、このフットスイ
ッチ５７の操作によって送気・送水・吸引の制御を行う
ようにしてもよい。この場合、このフットスイッチ操作
の作動状態を検知することによって、使用状態であるか
待機状態であるかを判断するようにしてもよい。
【００６４】さらに、電磁弁からなる吸引弁７５、送気
弁７８、送水弁８０が作動状態であるか否かを検出し
て、送気・送水・吸引の動作が行われているか否かの検
知を行って、使用状態であるか待機状態であるかを判断
するようにしてもよい。
【００６５】なお、前記電磁弁を持たずに、吸引ポンプ
７７や送気ポンプ７９自体のＯＮ・ＯＦＦ動作により、
送気・送水・吸引の流体制御を行う装置には吸引ポンプ
７７と送気ポンプ７９を流体制御部５６に接続して、吸
引ポンプ７７や送気ポンプ７９の作動状態の検知を行っ
て、送気・送水・吸引の動作が行われているか否かの検
知を行って、使用状態であるか待機状態であるかを判断
するようにしてもよい。
【００６６】ところで、上述した待機時等に大光量の照
明光量が連続して供給されると、内視鏡の先端部におい
ても不都合が生じるおそれがある。つまり、検査待機
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時、供給される照明光によって図６の先端部の構成を説
明する図に示す照明光学系４２及びその周囲の先端部本
体３８の温度が上昇することがある。
【００６７】これを防止するため、前記先端部本体３８
にはこの先端部本体３８の外周側を覆う、樹脂材料から
なる絶縁カバー部材３９を設けている。そして、前記先
端部本体３８の基端部に湾曲部７を構成する金属材料か
らなる関節４１を嵌合させた状態にしてビス等により固
定している。なお、前記先端部本体３８は、アルミ等の
熱伝導性の良い金属材料で形成され、蓚酸アルマイト等
の耐薬品性に優れた表面処理が施してある。
【００６８】したがって、照明光によって先端部本体３
８や絶縁カバー部材３９が暖められた際には、先端部本
体３８の熱伝導性が良好であることから、絶縁カバー部
材３９の熱は接触している先端部本体３８に伝導して冷
却され、この先端部本体３８の熱は関節４１に伝導され
て冷却される。このことにより、先端部本体３８、絶縁
カバー部材３９が温度上昇することが防止される。
【００６９】なお、前記先端部本体３８と前記絶縁カバ
ー部材３９とを熱伝導性の悪いセラミックを介して接合
したり、前記先端部本体３８と前記絶縁カバー部材３９
との全周を嵌合させて接続せずに、一部に切り欠き等を
設け、空気が溜まりとなる空間を設けるようにしてもよ
い。このことにより、前記セラミックや空気が断熱層に
なって先端部本体３８から絶縁カバー部材３９に熱が伝
わることが防止される。また、前記第２実施形態におい
ては以下の制御を行うことによって先端部本体３８、絶
縁カバー部材３９が温度上昇することが防止される。
【００７０】つまり、前記動作状態検知手段と流体制御
部５６とにより、待機時であることを判断した場合には
前記流体制御部５６の制御により自動的にノズル６５よ
り送水を行うようにする。このことにより、検査待機
時、送水される水によって絶縁カバー部材３９、先端部
本体３８が冷却されて温度上昇が防止される。尚、この
送水を、一定時間毎、例えば１～５分程度の間隔で自動
的に行うようにしてもよい。また、この送水に合わせて
送気を行うようにしてもよい。
【００７１】さらに、図７の先端収納容器を説明する図
に示すように前記光源装置３、ビデオプロセッサ４、流
体制御装置６０等を収納するカート３５に前記内視鏡２
を掛けて保持するスコープハンガーを設け、この内視鏡
２の先端部６に対応する位置に筒状の先端収納容器３６
を設けておく。そして、この先端収納容器３６内に冷却
水を満たしておく。このことによって、検査待機時、こ
の先端収納容器３６内に満たされている冷却水によって
内視鏡２の先端部６が冷却されて、前記絶縁カバー部材
３９、先端部本体３８の温度上昇が防止される。
【００７２】尚、この先端収納容器３６の代わりに、カ
ート３５に内視鏡２の先端部６に向けて送風を行う送風
ファンを設けて前記絶縁カバー部材３９、先端部本体３
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８の温度上昇を防止するようにしてもよい。
【００７３】又、検査待機時、大光量が連続して供給さ
れるのを防止するためには以下のような構成であっても
よい。
【００７４】前記絶縁カバー部材３９の一部に、所定の
温度に達すると形状が予め記憶されていた形状に変形す
る形状記憶樹脂を用いた変形部を設ける。この変形部
は、通常観察時には観察光学系の視野に入らず、所定の
温度より加熱されると観察光学系の視野に入るように形
成する。
【００７５】このことにより、検査待機時、光源装置か
ら大光量の照明光がライトガイドに供給されて先端部本
体３８、絶縁カバー部材３９の温度が上がって変形部が
変形して視野に位置する。このことにより、この変形部
で照明光が反射し、被写体像が光量オーバーになって自
動調光制御により光源装置からの供給光量が減る。した
がって、連続して大光量の照明光がライトガイドに供給
されることが防止される。
【００７６】また、絶縁カバー部材３９の外側周辺部に
照明光学系４２が配置されている場合、体腔粘膜によっ
て、対物レンズ群２０は塞がれずに視野が確保されてい
ながら、照明光学系４２のみが粘膜によって塞がれる状
態が生じやすくなり、このことによって被写体像は光量
不足になる。このため、本実施形態では図４に示したよ
うに照明光学系４２の配置位置を対物レンズ群２０より
も絶縁カバー部材３９の周辺側ではなく、極力中央側に
配置するレイアウトにしている。このことにより、体腔
粘膜によって、照明光学系４２が塞がれて光量不足にな
ることを防止することができる。
【００７７】なお、本発明は、以上述べた実施形態のみ
に限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々変形実施可能である。
【００７８】［付記］以上詳述したような本発明の上記
実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【００７９】（１）照明手段により照明される被写体を
撮像する撮像手段を有する内視鏡と、この内視鏡の照明
手段に照明光を供給する光源装置とを備え、前記光源装
置に、前記撮像手段からの出力信号に基づきこの光源装
置から前記内視鏡に供給する照明光量を自動調光制御す
る光量調整手段を具備する内視鏡装置において、前記内
視鏡が使用状態であるか否かを、内視鏡操作部が把持状
態であるか否かを検知して行う把持状態検知手段と、こ
の把持状態検知手段から出力される信号に応じて前記光
源装置から前記内視鏡に供給する照明光量を制御する光
量制御手段と、を具備する内視鏡装置。
【００８０】（２）前記光源装置は、前記把持状態検知
手段が把持状態でないことを検知したとき、この検知時
間を連続的に計時する計時手段を備え、前記計時手段の
計時時間に基づき、前記光量制御手段は、前記光量調整
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手段による自動調光制御を停止させて、前記光源装置か
ら前記内視鏡に供給する照明光量を減少させる制御を行
う付記１記載の内視鏡装置。
【００８１】（３）前記光量制御手段は、前記計時手段
の計時時間が設定した時間を超えたとき、前記光量調整
手段による自動調光制御を停止させて、前記光源装置か
ら前記内視鏡に供給する照明光量を減少させる制御を行
う付記１記載の内視鏡装置。
【００８２】（４）前記光量制御手段の制御によって、
前記光量調整手段による自動調光制御を停止された状態
において、前記把持状態検知手段によって把持状態を検
知したとき、前記光量制御手段は、前記光量調整手段に
よる自動調光制御を再開させる制御を行う付記２又は付
記３記載の内視鏡装置。
【００８３】（５）前記光源装置は、前記光量制御手段
の制御によって、前記光量調整手段による自動調光制御
を停止された状態から強制的に自動調光制御を開始させ
る操作手段を伴う自動調光停止状態解除手段を具備する
付記１記載の内視鏡装置。
【００８４】（６）前記光源装置は、前記内視鏡に供給
する照明光量を任意に調整することが可能な操作手段を
伴う手動光量調整手段を具備し、前記光量制御手段の制
御によって、前記自動調光制御が停止された状態におい
て、前記手動光量調整手段を操作した場合、強制的に自
動調光制御を開始させる自動調光停止状態解除手段にな
る付記５記載の内視鏡装置。
【００８５】（７）前記検知手段は、電気接点を有する
電気スイッチ、光電スイッチ、赤外線センサ、温度セン
サ、振動センサ、重力センサのうちの何れかである付記
１記載の内視鏡装置。
【００８６】（８）照明手段により照明される被写体を
撮像する撮像手段を有する内視鏡と、この内視鏡の照明
手段に照明光を供給する光源装置と、少なくとも１つの
流体制御手段とを備え、前記光源装置に、前記撮像手段
からの出力信号に基づきこの光源装置から前記内視鏡に
供給する照明光量を自動調光制御する光量調整手段を具
備する内視鏡装置において、前記内視鏡が使用状態であ
るか否かを、前記流体制御手段が動作状態であるか否か
を検知して行う動作状態検知手段と、この動作状態検知
手段から出力される信号に応じて前記光源装置から前記
内視鏡に供給する照明光量を制御する光量制御手段と、
を具備する内視鏡装置。
【００８７】（９）前記光源装置は、前記動作状態検知
手段が動作状態でないことを検知したとき、この検知時
間を連続的に計時する計時手段を備え、前記計時手段の
計時時間に基づき、前記光量制御手段は、前記光量調整
手段による自動調光制御を停止させて、前記光源装置か
ら前記内視鏡に供給する照明光量を減少させる制御を行
う付記８記載の内視鏡装置。
【００８８】（１０）前記内視鏡が送気手段、送水手
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段、吸引手段のうち少なくとも複数の流体制御手段を具
備するとき、前記計時手段は、前記動作状態検知手段が
前記流体制御手段の全てが動作していない状態の連続時
間を計時し、この計時手段の計時時間に基づき、前記光
量制御手段は、前記光量調整手段による自動調光制御を
停止させて、前記光源装置から前記内視鏡に供給する照
明光量を減少させる制御を行う付記９記載の内視鏡装
置。
【００８９】（１１）前記光量制御手段は、前記計時手
段の計時時間が設定した時間を超えたとき、前記光量調
整手段による自動調光制御を停止させて、前記光源装置
から前記内視鏡に供給する照明光量を減少させる制御を
行う付記９又は付記１０記載の内視鏡装置。
【００９０】（１２）前記光量制御手段の制御によっ
て、前記光量調整手段による自動調光制御を停止された
状態において、前記動作状態検知手段によって前記流体
制御手段の少なくとも１つの動作状態を検知したとき、
前記光量制御手段は、前記光量調整手段による自動調光
制御を再開させる制御を行う付記８又は付記１０又は付
記１１の１つに記載の内視鏡装置。
【００９１】（１３）前記送気手段、送水手段、吸引手
段の何れか１つの流体路に流体を供給する流体装置を備
え、この流体装置の動作を遠隔操作する遠隔操作手段を
具備する付記１０ないし付記１２の１つに記載の内視鏡
装置。
【００９２】（１４）前記動作状態検知手段は、前記遠
隔操作手段が操作状態であるか否かを検知する付記１３
記載の内視鏡装置。
【００９３】（１５）前記動作状態検知手段は、前記流
体装置が動作状態であるか否かを検知する付記１３記載
の内視鏡装置。
【００９４】（１６）前記動作状態検知手段は、前記流
体路に流体が流れているか否かを検知する付記１３記載
の内視鏡装置。
【００９５】（１７）前記流体装置に、流体を前記流体
路に流すか否かの制御を行う電磁弁部材を有し、この電
磁弁部材を操作する操作スイッチを有し、前記動作状態
検知手段は、前記操作スイッチの動作状態を検知する付
記１４記載の内視鏡装置。
【００９６】（１８）前記流体装置に、流体を前記流体
路に流すか否かの制御を行う電磁弁部材を有し、この電
磁弁部材を遠隔操作する操作スイッチを有し、前記動作
状態検知手段は、前記電磁弁の動作状態を検知する付記
１５記載の内視鏡装置。
【００９７】（１９）前記流体制御装置は、前記光量制
御手段の制御によって、前記光量調整手段による自動調
光制御を停止された状態から強制的に自動調光制御を開
始させる操作手段を伴う自動調光停止状態解除手段を具
備する付記１３記載の内視鏡装置。
【００９８】（２０）前記流体制御装置は、前記内視鏡
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に供給する照明光量を任意に調整することが可能な操作
手段を伴う手動光量調整手段を具備し、前記光量制御手
段の制御によって、前記自動調光制御が停止された状態
において、前記手動光量調整手段を操作した場合、強制
的に自動調光制御を開始させる自動調光停止状態解除手
段になる付記１９記載の内視鏡装置。
【００９９】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、光
源装置から供給される照明光によって内視鏡の照明光入
射端及びその近傍が破損することを防止し、耐久性に優
れた内視鏡装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１及び図２は本発明の第１実施形態に係り、
図１は内視鏡装置の１構成例を説明する図
【図２】内視鏡に照明光を供給する際の制御を説明する
フローチャート
【図３】図３ないし図５は本発明の第２実施形態に係
り、図３は内視鏡装置の他の構成例を説明する図 *
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*【図４】内視鏡挿入部の先端部先端面を示す図
【図５】内視鏡に照明光を供給する際の制御を説明する
フローチャート
【図６】先端部の構成を説明する図
【図７】先端収納容器を説明する図
【符号の説明】
１…内視鏡装置
２…電子内視鏡
３…光源装置
４…ビデオプロセッサ
１０…操作部
２１…ＣＣＤ
３１…絞り装置
４８…光量制御部
４９…絞り調整部
５０…計時部
５４…画像処理部

【図１】 【図４】

【図７】
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